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島根県教職員協議会 

 

情 

報 
島教協 

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催 

神
在
月
ᷝ
出
雲
に
集
う
！ 

 
 

テ
ー
マ
᷷
組
織
の
連
携
᷸ 

 

十

月

十

三

日
（
土
）
、
十

四

日

（
日
）
、
全
日
教
連 

中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
本
県
出
雲
市
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。
互
い
の
資
質
向
上

と
情
報
交
換
の
た
め
に
、
島
根
、
山

口
、
香
川
、
徳
島
、
高
知
の
各
県
か

ら
、
多
数
の
教
職
員
が
参
加
し
た
。
来

賓
に
は
、
県
議
会
議
員
の
佐
々
木
雄
三

氏
、
雲
南
市
教
育
長
の
土
江
博
昭
氏
、

出
雲
文
化
伝
承
館
館
長
の
和
田
貞
夫

氏
、
を
お
迎
え
し
た
。 

 
 

一
日
目
、
全
日
教
連 

田
中
秀
年

副
委
員
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
っ
た
開
会

行
事
の
中
で
、
主
管
団
体
で
あ
る
島
教
協 

安
達
利
幸
会
長
は
、
今
回
の

会
を
「
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
点
か
ら
線
、
線

か
ら
面
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
全
日
教
連 

宮
竹
事
務

局
長
か
ら
は
、
給
与
や
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
「
中
央
情
勢
報
告
」
が
行

わ
れ
た
。
講
演
会
終
了
後
に
、
参
加
者
は
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
を
見

学
、
出
雲
大
社
を
参
拝
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
五
つ
の
分
科
会
に
わ
か
れ
、
討
議
・
情
報
交
換
を
行
っ

た
。 

  

和
田
貞
夫
氏 

記
念
講
演 

全日教連 

 

一
日
目
に
は
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
記
念
講
演
と
し
て
、
出
雲
文
化
伝
承
館

館
長 

和
田
貞
夫
氏
が
「
日
本
人
の
美
意
識 

～
ら
し
さ
を
大
切
に
育
て
る
～ 

」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。 

  

和
田
氏
は
、
県
内
公
立
学
校
教
員
を
経
て
、
島
根
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
、
島
根
県

教
育
庁
学
校
教
育
課
に
勤
務
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
に
出
雲
市
立
第
一
中
学
校
校
長

で
退
職
さ
れ
た
。
在
職
中
に
、
島
根
県
教
職
員
協
議
会
を
結
成
さ
れ
、
日
本
教
職
員

連
盟
の
結
成
に
参
加
し
書
記
次
長
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
た
。
退
職
後
は
、
出
雲
市
教

育
委
員
長
に
就
任
。
現
在
は
出
雲
文
化
伝
承
館
の
館
長
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
ら

れ
て
い
る
。 

  

講
演
で
は
、
風
土
に
よ
っ
て
文
化
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
県
民
性
の
違

い
、
茶
器
や
庭
園
を
例
に
と
っ
た
美
意
識
の
違
い
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
、
深
み
の

あ
る
話
が
展
開
さ
れ
た
。 

 

最
後
に
、
足
下
を
か
た
め
、
日
本
人
と
し
て
の
よ
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
他

者
へ
の
思
い
や
り
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
た
。 

 

〔
参
加
者
感
想
〕 

・
ス
ピ
ー
ド
に
追
わ
れ
、
事
態
の
変
化
を
追 

 

 

い
か
け
る
生
活
の
中
で
、
忘
れ
て
い
た 

 

心
、
文
化
を
思
い
起
こ
す
よ
い
機
会
で
あ 

 

り
ま
し
た
。 

・
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
今
の
子
供
た 

 

ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し 

 

た
。 

・
日
本
人
ら
し
さ
を
教
え
育
む
大
切
さ
、
道 

 

の
教
育
を
今
、
学
校
に
取
り
入
れ
る
必
要 

 

性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き 

 

ま
し
た
。 

・
人
に
は
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が 

 

あ
っ
て
、
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
く 

 

こ
と
が
「
ら
し
さ
」
に
な
る
と
い
う
お 

 

話
、
よ
か
っ
た
で
す
。 



 江津市立青陵中学校 

 日本海を一望できる高台に位

置する江津市立青陵中学校は、

全校301名の活気あふれる学校

です。 

 夢をもち、日本一の学校をめ

ざして、日々の教育活動を行っ

ている。 

 

 確かな学力育成のための実践

研究事業の推進校指定を受け、

今年度が３年目。10月24日に

は、まとめとして研究発表を行

う。 

 浜田市立浜田東中学校 

 浜田東中学校は、開講９年目

を迎えた、素晴らしい校舎と生

徒のいる学校です。全校生徒

194名の中規模の学校ですが、

部活動、生徒会活動など熱心に

行っています。また、元気のよ

いあいさつもできる生徒たちば

かりなので、近くにお越しの際

は、ぜひお立ち寄りください。 

11／２（金）メデシィア教育研

究発表大会 

２／３（日）ふるさと教育フェ

スティバル  

【
組
織
連
携
・
拡
大
分
科
会
】 

 
 

各
単
位
団
体
の
代
表
が
組
織
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
今
回
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
、
情
報
交
換
の
み
で
は
な
く
、
資
質
向
上
の
た
め
に
何

か
で
き
な
い
か
と
い
う
協
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

【
幼
稚
園
連
絡
協
議
会
】 

 

「
小
学
校
へ
の
な
め
ら
か
な
接
続
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
。
幼
稚
園
か
ら
の
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
や
幼
小
教
職
員
の
情
報
交
換
、
幼

稚
園
の
教
職
員
が
小
学
校
の
授
業
に
参
加
を
す
る
例
、
小
学
校
教
諭
が
幼
稚
園
で
一

年
間
研
修
を
行
う
例
な
ど
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
実
践
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

【
特
別
支
援
教
育
分
科
会
】 

 

「
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
議
が
進

め
ら
れ
た
。
島
根
県
の
に
こ
に
こ
サ
ポ
ー
ト
、
出
雲
市
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、

山
口
の
県
と
市
が
補
助
を
し
あ
っ
て
行
う
特
別
支
援
補
助
員
制
度
、
徳
島
の
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
な
ど
の
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
忙
し
い
様
子
、
県
・
学
校
の
体
制
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
二
名
体
制
、
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
様
々
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。 

 

【
健
康
教
育
分
科
会
】 

 

多
職
種
の
教
職
員
が
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

ち
場
か
ら
、
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
、
家
庭
と
の
連

携
の
仕
方
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
、
食
に
関
わ
る
地

域
・
家
庭
と
の
連
携
な
ど
、
熱
心
に
話
し
合
い
が
行

わ
れ
た
。 

 

【
生
徒
指
導
分
科
会
】 

 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

討
議
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
ネ
ッ

ト
上
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も

の
対
応
、
組
織
の
連
携
、
子
ど
も
の
実
態
把
握
の
仕

方
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
中
長
期
的
な
展
望
と
今
す

ぐ
取
り
組
む
こ
と
か
ら
規
範
意
識
の
向
上
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

署
名
・ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
要
望
活

動
、
講

演

会
・研

修
会
企
画
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

署名 2145筆 

 

一
般
的
に
十
月
は
神
無
月
と
い
わ
れ
る
が
、
昔
か
ら
こ
こ
出
雲
地
方
で
は
、
神
在
月
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
の
神
様
が
出
雲
に
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
伝
承
に
由
来
す

る
。
会
員
同
士
が
こ
こ
出
雲
の
地
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

 

 

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
島
教
協
、
全
日
教
連
は
会
員

の
皆
様
の
た
め
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
・
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〔
参
加
者
感
想
〕 

・
島
教
協
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
雲
の
町
は
や
は
り
「
落
ち
着 

 

い
た
神
の
町
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

・
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
の
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
教
職
員
全
体
の
資
質
向
上
に
関
す
る
研
修
と
専
門
分
野
の
協
議
が
持
て
た
の
で
、
有
意
義 

 

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 


